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薬剤部                                   薬剤部長  大倉 裕祐 

 

●  部門の特色 

基本理念は「患者のＱＯＬ改善を目的とした責任ある薬物療法を提供する」である。 

① 調剤・製剤・注射・医薬品情報等の業務を行った上で、すべての病棟・部署に薬剤師を配置し、薬物

療法に積極的に関与するとともに、入院前から入院中、退院後も含めたシームレスな連携を推進す

る。 

② 薬剤師職能を発揮しチーム医療において中心的な役割を担えるよう努める。 

③ 急性期医療を支援するゼネラリスト及び小児・妊産婦・救急・感染制御・疼痛緩和・代謝疾患・循環

器疾患・がん等のスペシャリストを育成する。 

この 3 つの基本方針のもと、以下の業務を中心に行っている。 

１． 入院患者やご家族への薬学的管理（病棟薬剤業務、薬剤管理指導業務、薬剤情報提供業務）の

提供 

２． 医薬品の適正使用の促進 

３． 副作用報告（安全性情報）の収集・周知、厚生労働省への報告（HOSP-net の医薬品情報システ

ムの利用、リスクマネージメントへの取り組み） 

４． 院内製剤・無菌製剤（ＩＶＨ、抗がん剤）への取り組みの充実 

５． 治験及び臨床研究の対応 

６． スペシャリスト育成のため各種研修会や学会への参加、発表及び講演 

７． 大学薬学部との共同研究の推進、及び卒業論文の指導 

８． 保険薬局との地域連携の強化 

９． 医師業務のタスクシフトへの取組 

● 認定資格取得状況（2023 年 4 月 1 日）（金川病院含む） 

・感染制御認定薬剤師            （1 名）（日本病院薬剤師会） 

・妊婦・授乳薬物療法認定薬剤師   (1 名）（日本病院薬剤師会） 

・日病薬病院薬学認定薬剤師      （9 名）（日本病院薬剤師会） 

・がん指導薬剤師                （1 名）（日本医療薬学会） 

・がん専門薬剤師                （1 名）（日本医療薬学会） 

・外来がん治療認定薬剤師        （1 名）（日本臨床腫瘍薬学会） 

・Clinical Research Coordinator     （2 名）（日本臨床薬理学会） 

・抗菌化学療法認定薬剤師        （2 名）（日本化学療法学会） 

・ＮＳＴ専門療法士                (3 名）（日本臨床栄養代謝学会） 

・日本糖尿病療養指導士          （3 名）（日本糖尿病療養指導士認定機構） 

・小児薬物療法認定薬剤師        （0 名）（日本薬剤師研修センター）   

・心不全療養指導士              （1 名）（日本循環器学会） 

・周術期管理チーム認定薬剤師    （1 名）（日本麻酔科学会） 

・認定実務実習指導薬剤師        （5 名）（日本薬剤師研修センター ） 

・スポーツファーマシスト           （1 名）（日本ｱﾝﾁﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ機構） 

・DMAT 隊員                    （2 名）（厚生労働省） 
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● 薬学教育 

実務実習生受入れ（11 週間） 6 名（薬学部 5 年生） 

  薬剤師インターンシップ 0 名 

● 業務実績（年間） 

 処方箋枚数 院内 院外 

外来 
調剤 13,776 枚 84,083 枚 

注射 39,200 枚 （発行率：89.83％） 

入院 
調剤 134,794 枚  

注射 247,857 枚 

外来 

薬剤情報提供件数 15,028 件 

がん患者指導人数 68 人 

がん患者指導管理料ハ請求件数 13 件 

医薬品鑑別人数 896 人 

入院 

薬剤管理指導件数 14,545 件 

請求件数 1（ハイリスク薬管理） 8,373 人 

請求件数 2（1 以外） 6,172 件 

麻薬管理指導加算 249 件 

入院（持参薬）鑑別件数 11,125 件 

 

医薬品情報 

CoMedix の更新・伝達 214 件／年 

医薬品安全性情報報告件数（厚生労働省への報告） 1 件／年 

DI ニュース発行件数 6 件／年 

院内製剤・無菌製剤 

TPN 調剤件数 1,834 件 

抗がん剤調整件数  
外来 4,260 人 

入院 4,305 人 

無菌製剤処理料１ 請求件数 8,582 件 

無菌製剤処理料２ 請求件数 1,834 件 

外来化学療法加算請求件数 3670 件 
 

医薬品管理 

 全体 内服薬 外用薬 注射薬 

全品目数 1,639 品目 779 品目 214 品目 646 品目 

後発医薬品数 275 品目 105 品目 43 品目 124 品目 

後発医薬品比率品目割合 57.5％ 50.0% 51.7％ 69.3％ 

数量割合 84.8％ 85.6％ 63.8% 84.2％ 
 

治験管理室 

治験・製造販売後臨床試験 
実施プロトコル数 51 件 

実施症例数（新規） 65 名 

製造販売後調査等 

（使用成績調査・特定使用成績調査） 
新規受託課題数 26 件 

- 3 - 
 

● 研究実績 

学会発表 

1） 当院での RRS（Rapid Response System）立ち上げにおける薬剤師の関与 

古賀 和馬 

第 60 回中国四国地区国立病院薬学研究会                   2022 年 9 月 6 日 

2） コロナ禍における病院実務実習への取り組み 

新開 史崇 

第 60 回中国四国地区国立病院薬学研究会                2022 年 9 月 6 日 

3） 臨時医療施設における新型コロナウイルス感染症医療支援の経験－第 1 班－  

古賀 和馬 

第 60 回中国四国地区国立病院薬学研究会                               2022 年 9 月 6 日 

4） DMAT 資格を持つ薬剤師の第１班としての大阪府臨時医療施設派遣に関する報告 

古賀 和馬 

第 76 回国立病院総合医学会                                          2022 年 10 月 8 日 

 

講演 

1） 2022 年度がん領域薬薬連携研修会 in 岡山                              2023 年 2 月 13 日 

当院の外来化学療法における薬薬連携に向けた取り組み 

田坂 友紀  
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● 薬学教育 

実務実習生受入れ（11 週間） 6 名（薬学部 5 年生） 

  薬剤師インターンシップ 0 名 

● 業務実績（年間） 

 処方箋枚数 院内 院外 

外来 
調剤 13,776 枚 84,083 枚 

注射 39,200 枚 （発行率：89.83％） 

入院 
調剤 134,794 枚  

注射 247,857 枚 

外来 

薬剤情報提供件数 15,028 件 

がん患者指導人数 68 人 

がん患者指導管理料ハ請求件数 13 件 

医薬品鑑別人数 896 人 

入院 

薬剤管理指導件数 14,545 件 

請求件数 1（ハイリスク薬管理） 8,373 人 

請求件数 2（1 以外） 6,172 件 

麻薬管理指導加算 249 件 

入院（持参薬）鑑別件数 11,125 件 

 

医薬品情報 

CoMedix の更新・伝達 214 件／年 

医薬品安全性情報報告件数（厚生労働省への報告） 1 件／年 

DI ニュース発行件数 6 件／年 

院内製剤・無菌製剤 

TPN 調剤件数 1,834 件 

抗がん剤調整件数  
外来 4,260 人 

入院 4,305 人 

無菌製剤処理料１ 請求件数 8,582 件 

無菌製剤処理料２ 請求件数 1,834 件 

外来化学療法加算請求件数 3670 件 
 

医薬品管理 

 全体 内服薬 外用薬 注射薬 

全品目数 1,639 品目 779 品目 214 品目 646 品目 

後発医薬品数 275 品目 105 品目 43 品目 124 品目 

後発医薬品比率品目割合 57.5％ 50.0% 51.7％ 69.3％ 

数量割合 84.8％ 85.6％ 63.8% 84.2％ 
 

治験管理室 

治験・製造販売後臨床試験 
実施プロトコル数 51 件 

実施症例数（新規） 65 名 

製造販売後調査等 

（使用成績調査・特定使用成績調査） 
新規受託課題数 26 件 
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● 研究実績 

学会発表 

1） 当院での RRS（Rapid Response System）立ち上げにおける薬剤師の関与 

古賀 和馬 

第 60 回中国四国地区国立病院薬学研究会                   2022 年 9 月 6 日 

2） コロナ禍における病院実務実習への取り組み 

新開 史崇 

第 60 回中国四国地区国立病院薬学研究会                2022 年 9 月 6 日 

3） 臨時医療施設における新型コロナウイルス感染症医療支援の経験－第 1 班－  

古賀 和馬 

第 60 回中国四国地区国立病院薬学研究会                               2022 年 9 月 6 日 

4） DMAT 資格を持つ薬剤師の第１班としての大阪府臨時医療施設派遣に関する報告 

古賀 和馬 

第 76 回国立病院総合医学会                                          2022 年 10 月 8 日 

 

講演 

1） 2022 年度がん領域薬薬連携研修会 in 岡山                              2023 年 2 月 13 日 

当院の外来化学療法における薬薬連携に向けた取り組み 

田坂 友紀  

-163-

07_薬剤部CMYK   1128010_岡山医療センター年報第19巻 2022_ 

1

校 _根木<P162> CMYK   1128010_岡山医療センター年報第19巻 2022_ 

1

校 _根木<P163>


	年報第19巻（ISBN 2758−4232（online）ISBN 2436−0597（print）） 5
	年報第19巻（ISBN 2758−4232（online）ISBN 2436−0597（print）） 6
	年報第19巻（ISBN 2758−4232（online）ISBN 2436−0597（print）） 7



